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	それでは、定刻になりましたので、平成22年度第２回松尾地区地域審議会を始めさせていただきます。

私は、この会議の進行を務めさせていただきます小堀でございます。よろしくお願いいたします。

初めに、本日の会議の出欠席者の報告をいたします。

現在、定員15名のところ11名のご出席をいただいております。

地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

また、本日の会議は、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。

大変申し訳ありませんが、ご発言の際には、必ず挙手の上、議長の指名を受けたのち、お名前を述べた上でのご発言をよろしくお願いいたします。

　初めに、奥田会長よりごあいさつをいただきます。よろしくお願いいたします。

　それでは、ごあいさつ申し上げたいと思います。

　今日は成東までご出席いただきまして、長時間にわたりまして説明をいただいたわけでございますけれども、当面する振興基金の運用についてどのように利用したらいいかというような、今日はご説明をいただいたわけでございますけれども、その会議内容につきまして、これから皆様方にご審議をいただくわけでございます。

その前に審議会の運用要綱の２条の規定によりまして、議事録署名人を選考したいということでございますので、まず審議に入る前に私のほうからご指名をさせていただきたいと思います。小梛さんと畔蒜さんに議事録署名人をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　それでは、座らせていただきます。

　時間も大分経過しておりますので、余り時間が超過しないように議事を進めさせていただきますので、よろしくご協力をお願いしたいと思います。

　早速ですが、皆様にお配りしてございます次第によりまして会議を進めたいと思います。

　まず、地域振興基金の計画（案）につきまして、事務局よりご説明いただきますので、よろしくお願いいたします。

　どうもお疲れさまでした。先ほど６件の事業計画案について、それぞれの担当部署からご説明、そして質疑・応答をいただいたところでございます。それをもとにこれからこの地域審議会としての意見の取りまとめをしていただくということになります。そのまとめ方でございますが、各事業に対しての松尾地区審議会として、各事業ごとに意見書として取りまとめていただくということが必要になります。

　次第のほうにお付けしております資料の３ページからご覧いただきたいと思いますが、そういった書式が今回の意見書という形になっておりますので、ご覧いただきたいと思います。

　ご覧いただければおわかりになるかと思いますが、審議結果として、その事業が適当である、または適当でないというご判断をいただきたいと思います。その理由を理由欄にまとめさせていただきたいというように思います。例えばですが、適当であると判断した事業の理由欄には、地域振興に寄与する事業と認められるとか、そういった記載が考えられると思います。また、適当でないと判断した場合には、その要因について、具体的な理由が必要になると思います。なお、適当であるに丸をつけていただき、実施内容の一部分については、より有効な手法を検討されたいというような、そういった意見を付することも可能かと思います。

　今回の計画書は、あくまでも23年度から24年度までの計画となっておりまして、ご意見をいただくのはこの２カ年度についてということになります。

　ただし、先ほどの説明会でもありましたように、市民自治支援課から提案があった２事業につきましては、既に23年度事業は動いています。先ほどご説明がありましたように、既に募集もかけているところでございます。そういったことでございますので、この市民自治支援課の２事業につきましては、24年度の事業についてのご意見をいただくということでご理解をいただきたいと思います。

　今回、各担当部署からご説明をさせていただきましたが、その内容を踏まえまして、各事業について、ここで再度ご議論いただきまして、何度も申し上げますが、ご意見をまとめていただきたいというふうに思います。ご意見がまとまりましたら、その内容を私のほうで再度確認の意味で申し上げさせていただいて、それを最終的に意見書という形で作成させていただいて提出するというような流れでいきたいというように考えておりますので、よろしくお願いします。

　なお、ご意見のまとめ方といたしましては、各事業ごとに、まず適当でないという意見があれば、最初に聞いていただいて、そして特になければ、適当であるというような形にしていただいて、その理由についてまとめるというような順で進めていただければ、スムーズに進んでいくのではないかと思いますので、そういった形で進行のほうをお願いできればと思います。

　まとまりの悪い説明になりましたけれども、そういった形でこれからご議論いただきたいということでお願いしたいと思います。

　以上でございます。

　それでは、３ページ目になりますけども、先ほど説明をいただいた１から６まで順番がございますけども、順次ご審議をいただきたいというふうに思います。

　まず、１番目の最初の事業名がロードレース大会についてでございますけども、この件につきまして議題といたしますので、よろしくお願いをいたします。

　このロードレース大会で今回、市は小中学生を無料化としたことなんですけれども、私はむしろ遅いと思っているんですけれども、先ほど大網は小学生、中学生は無料。ただ、富里は取っているという。向こうはむしろ観光だということなんですけれども、山武市にとっては、私の子供たちもずっと小学校のときから松尾のロードレース大会に参加したわけですけれども、やっぱりロードレース大会に小学生が大勢来るということは、親も当然応援に来ますし、小学生時代のときから徐々にそういうレースに出て、他の選手と競い合うということが、例えば旧山武町の横山兄弟ではないけれども、強い選手が出ている蓮沼、一時、松尾小、豊岡小も強い選手がいたんだけれども、結果的に合併して、私が見るには、やはり松尾の選手の人たちも、坂田の池でロードレース大会などをやっているんだけれども、やっぱり選手たちを強くするためには、小学生のときからそういうロードレース大会に、できるだけ無料化にして、小学生が参加する。参加した選手全員が中学校に行って出るということではないけれども、ただ強くなれば、中学校で出る、高校生で出ると。結果的には、山武市の市民ランナーが増えて、他団体も当然強くなれば、他の強い選手も来ますから、そういう選手と競い合うためにも、今回の小中学生の参加費を無料にして、この大会を徐々に高めていくのは、私は良かったのではないかなというふうに思っています。私は適当だなというふうに思います。

　意見としては適当であると。ありがとうございました。

　花澤です。

　内容的には適当と思われるんですけれども、今まで松尾町でやったときに、区が家庭を１軒１軒回って、おたくのお嬢ちゃん、お兄ちゃん出てくれよというような中でやっていたという一つの仕組みがあって、それと小学校から推薦をしていただいたという中身、その辺の中身もきちっと根回しをしていただかないと、そういう話も余りありませんでしたので、そういう中身も詰めていただかないと、今後につながっていかないのではないかなと思います。内容的にはいいかなというように思っています。

　私も一応適当ではと思いますけれども、この大会が大体11月の終わりなんです。市が合併してから５年目なんですけれども、小学校、中学校にしても、中学校は新人戦が終わった後で、ちょっと腑抜けになってしまう状態の時期なんです。小学校も、さっきの坂田の池の駅伝が終わって、この大会は自由というか、指導者がまずこういう大会をもっと強化的に目を向けていない部分が非常にあるわけです。ですので、無償化にしていただくのもいいんですけれども、指導者の方がどれだけ子供たちの気持ちを盛り上げて、この大会に向けて進められるかということも非常に重要になってくるのではないかなと私も思っています。無償化で大網白里が成功しているかどうかというのも聞いていないんですけれども、この事業が無償化になって成功するかどうか、注目しているところです。一応適当であると私は思います。
　さっきの説明だと、大網も200人以上出ているという話をちょっとしていましたね。でも、やっぱり学校側がある程度強くフォローしていただけないと、出るものも出ていかないと。それと、子供さんたちにそこで地元の人たちがある程度援助してやらないと、子供たちがそれだけガッツも出ないということがありますので、そこら辺のところもどうなのかなと。

　齊藤です。

　今の畔蒜さんのお話は、11月ということの時期的なものをおっしゃっていたと思うんですけれども、そうですか。

　それもありますね。

　それがもし適当であるとなったら、課題として少し。

　例えば坂田の池というのが、小学校の場合は駅伝大会というのが一つの注目の大会なんです。それに向けての例えばロードレースとか、あるいは何かがあれば、子供たちも多く参加するのではないか。時期的な部分もあるのではないかと。

　時期的な問題も検討したほうがいいと。

　それも検討したほうがいいのではないかというのがあります。

　それは私もそう思います。

　坂田の池が選抜になっているんです。だから、学校のほうからそれで推薦という感じになっているんです。それと、そこの家へ行ってお願いするというような感じも出てくるし。

　小学校のほうも、坂田の駅伝の練習が終わります。ですけども、その後のロードレースの大会というと、ちょっと白けているというか、そういう感じになってきてしまうという部分もあるんです。期日というものも問題になってくる。

　小学生の参加の問題等については、非常に難しい問題は学校でも思っていると思うので、地域のスポーツ振興という形でもって、地域の人が動いていかないと、子供たちの参加というのは非常に難しくなるのではないかなと。

　それはそれでいいとして、私が一番気兼ねしているのは、非常にイベント化すると、市外からの参加者が多くなると。そういう傾向は説明の中にも出ていましたよね。したがって、それを逆にいくと、今度は市民の参加がやや少な目になってくるという現象が、エスカレートすればするほど出てくる。そうすると、目的の気軽にだれでも参加できるロードレースということをうたわれていますけども、その目的が実現できなくなってくる可能性があると。

　ですから、その辺のことを十分配慮して、大会運営なり、仮に賞金をつけたりなんかして、例えば富里あたりがどの程度まで市民が喜んでいるのか、まさによその人がスイカを食べにくるために喜んでいるのか、その辺のところが本末転倒になる可能性があるので、それを十分留意していただきたいなと。いずれにしても、適当な事業であるというふうに私は判断します。

　このロードレースの参加人数を見ますと、前回の約1,500人参加のうち、地元参加がおよそ500人くらいしかいないんです。３分の１ですよ。地域のロードレースにするのか、大網白里みたいに。要するに富里みたいに、外部が３分の２ですよね。だから、このことを考慮に入れて、小学生は無料としたと思うんですけど、やっぱり私が思うには、これは地域のロードレースでいいのではないかなと私は思うんです。そういうことで、役員の方々はみんな大変でしょうけど、時期的な問題だとか、学校関係とよく相談の上、皆さんが参加しやすい時期ですか、それを検討していただいて、やることはまことに結構だと、私は個人的にそう思っています。

　教育委員会が主催で、共催ですか、基金を申請するわけでしょう。山武市教育委員会は、他地区の一般者を目的として主催しているわけではないでしょう。だから、それに則って、今の皆さんの話はそうなんですけど、それを重視して、周りを呼ぶ、それに尽きるのではないかなと思います。

　でも、人寄せも一つのあれですからね、よそから入ってくるという中身もね。

　今、大津委員が言ったように、要するにイベント型にすれば、他地区から入ってくる。地元の参加者が事によっては少なくなってくる。このロードレース大会というのは、今言ったように、地元の人に参加してもらうイベントにするのか、あるいは富里型で、他から呼んでくるのかという、その２つの流れでもって、参加者が少なくなる。松尾でやった段階でも、七、八百人、1,000人ぐらいいたんでしょう。

　結構、茨城や北海道のほうから来ていたな。そういう選手が来るということは、やってみて、すごく見ているほうも良いんだよね、選手層が厚くなるから。

　その問題と、予算の問題で収支バランスという話になっちゃうと、子供らに1,000円持ってこいよと言っても、必ずしも安くないというような感じがします。大人にしても3,000円ということになると。だから、その辺がイベント型と地元の地域のためにやるというような形で、どっちを選択するかという話が難しくなってくるような話になるのではないかと思うんです。

　この基金を使わせてもらっていいですかという審議ですから、これは子供たちを無料にするのに使っていいということで、適当であるでいいのではないですか。

　それしかないよな。

　先ほど説明がありまして、今まで子供たちもお金を取っていたけど、今回は来年度、23年度は小中学生を無料にすると。

　それでいいのではないですか、基金を使ってね。
だから、あとは小学生を市内からどんどん入れるためにも、時期的なものをもう少しよく考慮に入れてほしいということを入れてもらえばいい。
私のほうでは時期的なものはよくわからないけれども、いつがいいかは。

　今のことなんですけども、それは時期的なものでなくて、学校のほうにもっとこれに出るんだよというような意識を持ってもらわないと、時期を変えても、絶対増えないと思います。資料を見てもらってもあれなんですけれども、小学生の参加が４分の１くらいです、70前後ですよね。300人集めるといっても、70人くらいしか集まらない、４分の１くらい。これは金額を取るというせいもあるかもしれないんですけれども、学校の指導として、こういうのがあるから、みんな出ろよというような形で持っていかないと、なかなか時期をずらしても、人数は増えないと私は思います。

　出すためにはバスの送迎くらいは、小学生を循環バスで送迎したって良いくらいだよね、イベントを盛り上げるには。

　坂田の池は選抜で出るように、どんどんみんな出ろよというような形で、学校のほうでもって、どんどん大会に向けてやっていくんだというような方向を見てもらわないと、参加したい人は出てくださいでは、なかなか出ないと思うんです。

　体協の人は今日いるんですよね、役員。ちょっと聞いたところによりますと、学校側のコメントとしては、費用を子供から取るということが、つまりは勧められないということの答えがあったようです。ですから、もちろんこれは賛成で、時期的なものも、附帯事項でつけてもいいかなというふうに思います。今の坂田の池の件もありますし、時期的なものも検討課題の中には入れてもいいのではないか。学校からのコメントとしては、子供が費用を出さなくちゃいけないから勧められないというのが、学校側のコメントとしてあるようですから。

　山武市のロードレースをやっているんですよね。それとこれは別物だから、ターゲットが違うんだよね。山武市は、そういういろいろな中で学校が選抜しているからね。だから、これは自主参加という一つのレースでしかない。

　これを見ますと、やっぱり地域振興の促進のために内外からということでうたっているので、確かに町内の参加者が少ない、あるいは小中学校の参加者が少ないというようなこともあるんだろうけれども、これは市内だけでなくて、市内外ということで書いてあるので、その辺も含めて、市のほうも考えているんでしょうけども、やっぱり状況的には、皆さんが参加しやすいような方法を考えてもらわないと、今言ったお金の問題もあるし、特に小学校、中学生がそういう問題は、今は何でも無料化というのがはやっているかもしれないけども、そういう問題で参加しやすいような状況をつくってやるというのも一つの方法かもしれません。

　私のほうから、すみません。この事業を今回提案させていただく事業課に、うちのほうとしましても、何度か話を聞いています。その中で先ほどありましたように、小学生、中学生の参加を学校を通じて促すのに、やはり参加費の問題がネックになって、なかなか出ろという形で言えないといった問題を教育委員会も十分把握しています。そういうことも踏まえた中で、無料化にして、そういった機会を増やして、なるべく出ていただきましょうと。こういった形でできるのであれば、今後は積極的に学校にも働きかけたいというお話がありましたので、その点は申し添えたいと思います。

　それでは、一応皆様方からご意見をいただきましたけれども、適当であるということでまとめたいと思います。細かい問題はいろいろございますけども、事務局のほうで一応要約して、私のほうは一応書いてありますけど、後で調整して、報告したいと思いますけど、よろしいでしょうか。

　では、まず１番目のロードレースは、それで終了したいと思います。

　２番目の山武市納涼コンサート「山のおんぶ事業」についてご審議をいただきたいと思います。カラー写真で事業計画が書いてありますけど、どうでしょうか。

　今年もやったそうですけども、周知の方法というか、私も知らなかったんですけども、ＰＲが足らなかったようだけど、今年から来年の部分については検討して、ホームページを立ち上げたりしてやるという話でしたので、もうちょっとＰＲをしていけば、もっとお客さんも多くなるのではないか。適当だと思います。

　あららぎ館ができるから、なおさら運営がうまくいく。施設がきれいになりますからね。こういった趣のある事業というのは大いに推奨したほうが良いのではないですか。今、小川さんがおっしゃったように、ＰＲをもっと的確にしてもらって、知らなかったという人が多いのではないでしょうか。

　そのほかご意見ございませんか。

　これも夜遅く、20時過ぎまでやっている話ですので、やっぱりその辺の中身も考えたときに、外部からいろいろな方が来てくれるということで、先ほども出ましたけれども、宿泊、前泊だか、後泊だか、そういういろいろな中身についても、その辺も若干ＰＲして、あの辺だと寝るところもない。野宿という感じになっちゃうかもしれませんけども、成田のホテルあたりともタイアップして、あの辺に泊まっていただくような感じだとか、あそこからバスかなにかで来ていただくとか、そういうことも考えて、山武市にお金が落ちるような観光をしたほうがいいのかなと思います。

　山武市に銭を落とすんだったら、蓮沼も成東も民宿とかありますから、そういうところと観光協会とか、ホテル業界とタイアップして、そういう連携も必要ではないか。

　そこでまた商工会のほうでも、ある程度知恵を出して、いろいろな中身をやっていただいたほうが。要するに活性化ですからね。

　例えば人が集まるところですから、これと、あとカーニバルですか、ああいうのも地元の産業、例えば農産物とか、道の駅みたいな、ああいうのも出張でやらせるとか、そういう山武市にお金を落としてもらうようなやり方を、横とのつながりをやっていけば、また違ってくるのではないか、だんだんよくなってくる。この事業は23、24年度に限りますけども……。
　そうすれば、一般のスポンサーがつきますからね。

　そういうのが定着していけば、お客さんも多く来て、山武市にお金を少しでも落としてくれるのではないか。横とのつながりを持ったほうがいいと思います。

　ここに来る人は、セミプロクラスも来るでしょうけれども、やっぱり回を重ねて、自立していかなければ、山武で宿泊するにはどこかいいところはないかという、そういう人たちが来るまでは、さらに予算的なものも段々やっていかなければ、なかなかそういうふうにならないのかなと。でも、あれを見た限りでは、なかなかすごいなというふうには思っていますけど、徐々にやっていくしかないのではないかなと思います。

　夕方の17時ごろに終わってしまうという話だったら、泊まる云々というのは余り考えなくてもいいけど、20時ごろの最後のフィナーレが、いろいろなイベントがあるという話があれば、やっぱり東京のほうから千葉のほうに来て、ちょっと泊まってみるかという感じもあるかもしれませんよね。

　今、小川さんが言ったように、私も知らなかったんですけど、広報紙かなにかに出てやっているんですけど、ＰＲがちょっと。施設そのものが、さんぶの森がこれに合っているのかどうか。旧山武町だけで固定してしまっていいのかどうか、その辺の問題もあるんでしょうけどね。

　でも、山武市の中で、あれだけの森があって、ああいうところはほかにはない、私が見る限りは。

　ですから、あれは独特の雰囲気が出ていますから、あれを変えるというのは難しいと思います。それなら別のものをつくるしかない。

　山もきれいにしてある。

　こっちだったら、伊藤左千夫の「野菊の墓」かなにかで、秋のコンサートに切りかえないと。

　あそこにはコテージみたいなキャンプ場もありますからね。

　いいのではないですか。

　松尾に持って来たいけどないものね。

　それでは、要約したいと思いますけれども、適当であるということでよろしいですか。

（「はい」と言う者あり）

　やっぱり今、小川さんが言われたように、少しＰＲが足りないということでございます。いろいろな特産物とか、そういう団体と連携して、そういうものも販売もしたらいいのではないかというご意見もいただいておりますので、そういうものを附帯事項といたしまして、適当であるということで、２番目は決めさせていただきます。よろしくお願いします。

　次、３番目。

　小梛です。地元、山武市の商工会の協賛事業として、我々も実行委員会として、駐車場、商工会関係でも、安協とは別に、車の駐車場ですか、そういう交通整理、それと終わってからの片づけ、これを我々商工会は毎年実行委員会で協賛事業としてやっているんです。

　それで、花火も700発上げられたというのは、全部国産でなくて、中国産を使って、だから日本で作ったものではないんです。だから、去年は300発だったんです。今年は700発やって、去年は5,000人くらいしか来なかったんですけど、今年は１万人で、商工会でもかなり力を入れてやっているので、ぜひこれはひとつ皆さんのご理解をいただいて、今後の事業継続として。予算は実際800万円で、運用益200万円ですか、過年度での運用がね。中国花火でなかったら、とてもではないけど国産だったら足らないです。だから、打ち上げる花火師だけのものです。

　ということで、かなりそういう部分も節制してやっていますし、一番今、人気の的になっているのはサマーカーニバルのサンバですか、この時はすごいですよ。２回公演をやるんですけど、かなり外部からも大勢来て、車の通りを止められないほどなんです。ということで、皆さんのひとつご理解のほどお願いしたいと思いまして、以上です。

　中国産の花火というのは。

　横芝の坂田の池の花火大会のとき、予算化でも横芝だけ800万円で行って、10分の１の予算でやっているから、どういうふうにやって、量が違うなと思っていたけど。

商工会も大分やっていまして、その辺はかなり努力して、要するに大きい花火より、数上がったほうがいいだろうと。

　実際に司会進行は、千葉テレビのアナウンサーが来てやっているんです。

　生放送とは言わないけど、録画を撮っておいて、適当な時期に流してくれるとね。かなり横芝も東金も、どこでも撮っておいて、千葉テレビが流していますよね。

　私が心配になるのは、１万人を超えたとなると、警備の問題がもう少し慎重でなきゃいけないのではないか。これを見ると、警備費用が幾らもかかっていない。12万8,000円。

　花火関係ですね。

　花火関係の経費ですか。全体の警備というのはどういうふうになっているか。今、商工会が大分動いているようだけども、やはり犯罪が絡んでくるというと、夏のイベントというのは怖いので、１万人を超えたら、治安も悪くなると思いますよ。そういう１万人を超えたところというのは狙いますからね。二、三千人のところは来ないけど、１万人も２万人も来ているところというのは、絶対隙ができるから、悪い人が目をつけるところになるから、警備上の配慮を十二分していかないと、まずいのではないかという感じがします。いずれにしても、華やかで結構だと思います。大いに盛り立ててもらいたい。

　そのほか何かございますか。

　古川さん。

　こういうイベントも良いんですけど、この間の大原の例ではないけども、ああいうのも中止もやむを得ないという、そういう決断も、実行委員の人は、災害が起こったらしようがないから、そういうのも慎重に。

　増えてくれば、やっぱり警備というのは問題になってきますので、その辺は十分留意しないと、怪我があってからではね。

　事故の問題もありますからね。人があふれて、どこか川とかへ落ちるということはないだろうけど、何が起こるからわからないから、地震が来て、津波ということだって考えなきゃいけない。

　それでは、３番目のサマーカーニバルにつきましては、適当であるということでよろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

　今、小梛さん、商工会の立場で、地域活性化に大変役立っているということでございました。そのほかに一つ問題としては、だんだん人が集まるようになってくるので、事故のないように警備も必要ではないかというようなご注文もいただきました。

　次に、４番目、医学生の奨学金の貸付事業についてを議題といたしますので、よろしくご審議をお願いいたします。

　いいですか、古川ですけど。

　どうぞ。

　先ほど質問させてもらった件なんですけども、山武・夷隅地域の医師の人口比率ですか、県の平均が110人ですよね、10万人に対して。海匝地域が120人ぐらいなんです、医師の常勤ですよ。それが山武・夷隅は30何人ですよ。さっきも聞いたんですけど、内科医の先生が３人減って、米田さんという皮膚科の先生は、今まで木曜日だけで、それが東金に開業して、お辞めになるということで、独法化して、過疎化していく、医師をもっと呼ばなければしようがないというときに、こういった生ぬるい奨学金制度で、本当にそんな気があるのかという気が私はしたんです。だって、今、預金利率が0.03ですよね。その中で7.何％の、意図的に……。
　自治法かなにかで、大体官公庁は、みんな所得税なんかもそうだけどもペナルティーが、法的な根拠を示さなければしようがないから。そうすると、必然的にこういうようになると。

　だから、まず先生を入れようということなんですよ。だって、民間の金融機関のほうがずっと安い。

　これはあくまでもそれに……。
　だから、私が言っているのは、この場合、よそは関係ないですよ。山武の場合は、成東病院も独法化して、野中さんも奥田さんも行政の中にいらしたら、組合では呼べないということで、解散して、独法化したわけでしょう。そうしたら、もっと山武はこういうふうにして、成東病院を充実させるんだという、もっと意欲が、これでは見えてこないということなんです。

　それは月額をもっと上げてあげるかという話にならないか。ただ、私が心配するのは、今度、地域医療センターが東金と九十九里がそれぞれ予算化して、できるわけです。そうすると、あそこが高度医療になる。私はむしろ心配なのは、そちらのほうに患者が流れるのではないかというのを、私はよっぽど心配しているくらいなんだけれども、お医者さんをこちらに誘致することも大事だけれども、東金と九十九里にできる地域医療センターがどこまで進んでくるかという話になってしまうんだけど。

　あくまでこっちは二次医療でやっているわけだから。

　正副会長会議のときにこれが議論になったんです。要するにさっき質問が出たけど、貸し付けの金額、金利の問題ですよね。話がちょっと横にそれちゃうけども、前に学生の奨学資金があったんです。あれも今度は機構が変わって、利息を取るようになったんです、この間、テレビでやっていましたけどね。さんむ医療センターの医者になった人は、奨学金を返さなくてもいいし、利息も納めなくていいわけです。だから、その辺で仮に松尾にいなくて、ほかに行っちゃった人まで、市の税金で払ってやって、それで返さなくていいのかということだから、これは返してもらいましょうと。

　利息のことを言っているんですよ。

　利息でも、金を払ってやるんだから。

　その前に、借りる人が、こういう制度を設けて、果たしてそこへ手を出す人がいないのを、あえて。だって、皆さん、銀行で借りられるのに、トイチのサラ金で借りますか、借りないでしょう。それと同じようなたぐい。

　それは古川さんの考え方だけど。

　本当にさんむ医療センターに医者を誘致するという意欲があるんだったら、山武市にあるんだったら、もっとさ。

　意欲はあるけど、金がない。

　総事業費を上げなきゃいけないってこと。

　やっぱり金利面ですよね。

　医者の給料を上げるしかないんだよね、いい医者を集めるには。それには金がなきゃいけない。医者の卵を何とかして手をかけようと。

　古川さんがおっしゃっていることもすごくよくわかるんですけど、奨学金ということと、期間がかかる職種ということで、長くこれをしなくてはいけないものであるということが、ほかのものと違っていて、瞬発的な年に１回のカーニバルとは全然性質が違うのではないかと思うんです。これはぐっとこらえて我慢して、必ずこういうものが、おっしゃるのはよくわかるんだけど、市としてあるべきものではないかなというように私は思うんです。

　ただ、山武市の場合は、さんむ医療センターというのを独法化して、そこへなおかつ、先週、市長は医者も呼びます、あれしますという、それが前提だからですよ。それで、こういった奨学金制度、城西国際大学の看護師課程に呼びかけて、それは大いにやってもらいたいんですけども、そこへなおかつ奨学金の制度を設けましたよ、ただし金利はトイチですよでは、それはちょっと。そういうことを言っているんです。

　わかりました。古川さんがおっしゃっていることはわかりました。貸付要綱の中にうたってある問題なので、先ほど質問が出たときに、市はそれなりにＰＲして、各医大に送ったり、高校に案内を出していると。では余計来ちゃったらどうするんだという質問が出ましたけども、結局そんなに大勢出せるわけでもないんですよね、補助金だからね。限られた１人か２人の中で医者を育てると。何人も来てくださいよという話でもないんです。

　さっき聞いたところですと、１人が立候補しているという話ですので、１人その人を10年間確保するような感じで。

　ただ聞きにきたってだけですよ。

　だから、１人あるという話ですから、いろいろな中身も見て、よその市町村も医師が足らないという一つの中で、やっぱりこういうものをやっていると思うんです、こういう要綱も出ていると思うんです。だから、裕福な家庭のお子さんであれば、そんなことはいいよと、俺はそれなりの医者になるんだという話があるかもしれませんけれども、ある程度苦学してやる方は、やっぱり10年間我慢してもいいかという感じもあると思いますので、これも一つ必要という範囲の中で整備するのが妥当だと思います。

　まして山武市の中だから、私はそんなに、大勢来てくれればいいんだけれども、山武市の人が医者になると、歯科医やそんなのと違うから、そういう卵が奨学金を受けて、やがて成東に来てやってくれるという人が大勢いるということになれば、これは本当にいいことなんだけど、それはそのときに考えるのは別にして、私はそんなには大勢こちらのほうに奨学金を応募するということはなかなか難しいのではないかと思います。

　千葉大なんかはすごい。

　だから、今、なぜ過疎化といえば、みんな東京に、そういういい病院のところに行く医学生が多いから、こういうふうにやって、一生懸命先生を探している。

　今はインターン制度が変わってしまって、自分で選べるようになってしまったから、それが一つのネックになって、地方のほうへ先生が研修に来なくなってしまっているというのが現状だし、こういうもので、ここへインターンとして来てくだされば、私はこういう市とか、そういうところにあるべき制度であるというふうに思いますので、適当ですと言いたいです。

　もし山武市にたくさんそういうふうに私は戻ってやると、そういう子供たちが出てくれば、教育がいいということになる。

　別に山武市民に限らないでしょう。

　山武市民、ここにも書いてある、５年以上。

　山武市出身の人でなくてもいいわけでしょう。

　ここに書いてあるとおり、山武市に５年以上住所を有したことがある方ということは、山武市にご厄介になったから、山武市ということもある。
よその市町村にずっといた人が来るわけではない。

　わかった。要らない、こんなもの。

　そう言われちゃったら困るんだけども。

　だから、規約だし、要望、要求というのもあるだろうから、市の立場にすれば、税金を使うことですから、やっぱり医者を集めるという趣旨は、これに沿っているわけですよね。あと、条件が、古川さんがおっしゃっているように、もっとあるならば、こういう決めをしないで、もう少し緩やかにしたらいいのではないかという考え方をおっしゃっている。

　さんむ医療センターに医師を確保すると。山武市民の健康、安全を確保するためにやるんだということで奨学金制度をつくったというふうに解釈していたんです。そうであれば、もっとしてもいいのではないかと。

　齊藤さん。

　利息のことは、私も市の関係でどうしようもないことなんだと思うんですけど、今、古川さんがおっしゃった住んでいる何年というのは、緩和したっていいのではないですか。住んでいる何年というのが条件に入っていますけど、それは考えていただいたほうがいいかなと思います。

　それでは、ご意見をいただきましたので、事業は適当であるということでよろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

　古川さん、適当であるということで。

　附帯事項として、要綱内容を再度検討する必要があるのではないかということでつけ加えさせてもらっておきます。利息がどうだとか、５年後がどうだとかという要綱は、市のほうでいろいろ要綱を考えたでしょうから、それに触れないで、検討する必要があるのではないかということだけ加えさせていただきたいと思いますけど、それでよろしいですか。

　それでは、次に５番目に移ります。

　５番、６番、一緒にやったほうがいいのではないですか。

　これはなかなか難しい問題でございますけども、５番目の市民提案型のまちづくり事業ということでご説明をいただきましたけども、この件についてご意見をいただきたいと思います。

　今、両方一緒に、関連しているから一緒に審議したらどうかというご意見があったので。

　では、大津さんから、５、６、関連性があるので、一緒に審議したらというご意見をいただきましたので、５番、６番についてご意見をいただきたいと思います。

　事務局さん、全く幼稚な質問で、本題には関係ないんだけれども、あそこで聞けなかったから、この２つの事業、５と６を分けたのはどういう理由なんですか。担当課が違うということだけですか。

　担当課は同じです。

　事業というのは、交流も含めてまちづくりではないのか。まちづくりはまちづくり、交流のまちづくりと別に同じ人間が提案している意味がよくわからない。

　金額の違いでしょう。

　一つの団体と、連携してやる、その違い。

　まちづくりというのは、いろいろな団体と連携しなければ、できないことでしょう。片方は連携なしで切っちゃっている。片方は連携を中心にしてやっていくというんでしょう。どうも頭の中の整理がつかないんです。それはいいですよ、この問題と関係ないことだから。何かもう少しすっきりしたものがないかなと。

　もともとは、それぞれそういった提案型のまちづくり事業ということで、それぞれの団体をみずから立ち上げたりして、いろいろな活動をするわけです。補助金を受けるには、制限がありまして、何年間という制限があって、それ以上は受けられないという状況があるんです。ある程度、例えば３年なら３年やってきて、団体の活動が成熟してきますといったときには、今度は一歩進んで、ほかの団体とタイアップして、より大きな交流というか、活動を広げていく。

　発展型になるわけだね、そういうふうに解釈。

　発展型です。単純に言えば、そのような感じです。

　補助金の関係で、そういうふうに整理しないと、まずいわけだね。

　それもありますし、活動をよりバージョンアップさせるということです。

　本来まちづくりというのは、そういう発展性があって、当然他の団体とのいろいろなつながりがあって、本当のまちづくりというのが盛り上がってくると思いますよ。何で切ってしまうのかなと思って。

　昔は地域づくり事業というと、必ず国の交付税を措置されたんだけど、そんなのは全くないのか。

　それと、もう一つは、要するに基金だけども、60億円以上あるのか。1,200万円、年間、金利を運用したのが。これだってトータルで年間一千百何万だけど。

　そんなにないです。

　ちょっと資料がなくて申しわけないんですけど、若干金額に差があるかもしれませんが、１年間の利息はおおむね2,500万円です。積み立てている額が、合併特例債を活用して積み立てていまして、20何億。運用は、地方債、県債と。なるべく安全で、かつ有利なものというようなことで運用している結果、先ほど言いましたように、年間2,500万円ぐらいです。

　その大もとの話を今日聞いたけど、2,500万円しかないのか。

　だから、何かボランティアをやる人には補助金を上げましょうよということなんですよ。

（発言する者あり）

　松尾だって、金尾のところ、草花を植えて、本柏の空港道路のあたり、あそこもおばさん達がよくやっていますよ。

　まとまった補助金を当てにしていないでしょう、ボランティアでやっているもんね。

　苗だけ買ってもらって、自分たちで育てているのではないですか。

　維持管理が大変だよね。桜の木をライオンズで植えたけど、植えっ放しだよ。だから、小梛さんのあたりは切ってしまった。虫だらけでね。
　小川です。

　今、話をしていたとおり、先ほど成東の人が堤防に花を植えていた。それが補助金団体かどうかわからないけども、補助金団体に補助を出すんだから、審査する審議委員の人も入ってくる。審査を的確にやって、それで草だらけなっちゃうというのは、おかしい話、補助金をもらっていて。草取りまでやって事業でしょう。そういう事業が的確に行われているかどうかという審査をちゃんとしないと、報告をちゃんと受けて、写真で報告もあるでしょうけども、そういう写真でもなんでもつけて、きちんと補助事業が適正に使われているかどうかというのを審査しなきゃ。

　それこそ不履行なんていうのは14.何％。

　本当ですね。

　ただ、継続事業で、最低どんなものでも２年やったら、ちょっとその辺がよくわからないけどね。単年度で終わるまで。

　小梛さん。

　これをいろいろ見ると、早船だとか、地域ごとでのいろいろボランティア関係の活動したものについては補助金をあげましょうということでのものですけど、今、我々が一番身近に感じているのは、公の市道に、山の管理がなされていないで、どんどんと木が生い茂っていて、車も通れないようなところがあるんですよ。ああいうものを切って、こういう補助金をもらって、もっと地域が明るくなるようなことをやってもらう団体のほうが、草花云々、これはこれでいいと思いますよ。

　まして街灯の設置例を見ると、大平地区と豊岡地区、全然数が違いますからね。ほとんどが公道の道路上に木が生い茂っていて、家の者も伐採できないというのが現況だと思うんです。あれをやれば、電気料、年間恐らく2,500万円から3,000万円くらい山武市は払っていると思います。だから、そういう事業をどんどんやってくれる団体があったら、草花は草花でいいけど、そういう地域が明るくなる、子供の安全上も、防犯上もいいし、そういうのをやってもらう団体を作ってもらいたいくらいです。

　私のところの後ろは山ですけども、雑木が風に吹かれて揺れるでしょ。　　　　　根っこが隙間をあけてそこへ雨で水が差す、土砂崩れ。だから、それがなかなか今、経費がかかるから、維持管理がなかなかできないんです。

　だから、持ち主が、もしそれが倒壊したときに、車なり、通行人がいて、けがした場合、本当に天災でなくて、人災ですから、そうでしょう、市道によその枝が出ているということですから。やっぱりこういうものも一つの発信として、自分が持っているんだったら、管理はしてくださいよと。管理できない分は、シルバーなり、それなりにしかるべき行政で対応しましょうとか、もう少しそういう方向性のものもあってもいいのではないかなと私は思っているんです。

　働きかけをする団体ですね。地主がやたらに例えば道路まで出ている、歩道まで出ている土を取ろうとはしないし、こちらの要請にはこたえてくれませんよね。だから、そのところの働きかけをする団体を起こすというならわかるんですけど、木だってやたらに切らせてもらえませんよ。だから、そこの辺はどうかということは疑問です。

　だから、責任を持てるから伸ばしているんだというものだったら構わないです。風が吹いたから天災だよとか、そんなことで片づけられたら、怪我した者は最悪ですよ。

　小川さん。

　今言ったように、そういうのを市の条例かなんかでつくって、団体みたいのをつくって、容赦御免で、境界から出ているのは、ばっさり無許可で切りますよと。それぐらいやって、そういう切る団体があれば切るんだけどね。

　無許可で切ってくれていいんですよ。

　それはできないんだよ、法律上。

　それは地主に断れば。

　断ればオーケー。無断で切っちゃったら全然だめだからね。市の条例で決めちゃえばいい。こういう出ているところは、自分で切りましょうみたいな。

　ありがとうございます。

　小梛さんから出ましたけど、これは道路管理上の問題で、これがいろいろ審議するときに、2,500万円を使うときに、市が例えば土木なら土木で予算計上して使うものなのか、あるいは地域審議会の予算として使うものか、議論はあったんです。今おっしゃったものについては、当然広く言えば土木の関係で、通りやすくしなければいけないと。倒れてくる木は切らなきゃいけないという、行政の立場にもなるかもしれませんけども、そういうご意見があったことについては、この中に入れておきたいと思います。そういう道路管理の問題、きれいにするというのは、花でもいいけども、道路だとか、そういうものをきれいにするやつも考えたらどうだと。

　防犯、犯罪上ね。だから、たしかこの前、鈴木超さんか誰かが区長のときに、木刀地区は、区かなんかで全部伐採したよね。

　うちのほうも区でやっていますよ。

　大蔵のあそこなんかは最悪、遠久田へ行くところ。農道の、市道の上を越しちゃっているもんね、田んぼの上まで行っちゃっている。

　違う分野ですけどね。

　市道のところは土木の担当だから。

　だから、現に今、写真を撮って、市のほうには苦情として出ていると思います。そういう枝が出ていて、交通の妨げになる。

　はっきり言うと、区長さん方に、皆さん方に市にどんどん要望してもらうのが一番有効だと思うんです。

　順序としてはね。

　だけど、区長さんも回り番だから。

　本来、区長さんのほうが議員さんよりも偉いんだから。

　ありがとうございました。

　では、これは一つは、まちづくり事業と交流事業を何で切ったんだというご意見もいただいていますので、これはこの中に文言で書けば、こういうことになるよというような文言になっていますけども、その点が一つと。それから、小梛さんが出されました、こういう花だとか、そういう問題でなくて、やっぱり環境をきれいにするということで、道路だとか、そういうものをきれいにするという事業も必要ではないかと。これはご意見で、市とすれば、どういうふうに考えるのか。今の意見、その辺は市のほうの考え方でするかもしれませんけども。

　では、これはどうしますか。適当であるということで、皆さんの仕分け事業でいろいろ分けてもらいましたけれども、６個あった中で、一応附帯事項はありますけども、適当であるということでよろしいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）

　これはそれぞれ部署でいろいろ検討して、ご提案されたものだろうと思いますけども、ご意見はご意見として。

　団体の見きわめ。団体がどの程度補助金を活かしてきちんと活動しているかどうか、その見きわめが大事だと思う。

　それから、一つ落としましたけども、全体に補助金を出しているのだけれども、その指導管理をしっかりして、効果がどうだったかということをやっぱり確認する必要があると。

　要はそこに尽きますよ。

　それでは、皆さんに１から６番まで慎重審議をいただきました。

　これにつきましては、事務局、これでよろしいですか。

　では、意見書につきましては、あくまでもこの事業に対してのご意見という話でまとめさせていただいて、会長さん、副会長さんに目を通していただいた中で、あとほかの地区の状況もちょっと見させていただいた中で、再度確認させていただいてということでご理解いただければありがたいと思います。

　文章表現を、他の地区との調整を、事務局と会長さん、副会長さんにお任せしますよ。

　一応審議はそれで終わりたいと思いますので、内容としては、適当であるということで６項目いただきましたので、内容につきましては、申し訳ないんですけど、事務局のほうと私と秋葉副会長にご一任いただきまして、後でできたものを皆さんにご報告するということでご了解いただきたいと、いかがでしょうか。

（「異議なし」と言う者あり）

　それでは、今日ご審議をいただきました議題については、これで閉めますので、よろしくお願いします。

　最後に、その他の問題がありますので、ちょっとここでお知らせします。

　実は松尾は、この問題ばかりではなくて、庁舎の跡地利用の大きな問題を抱えているわけです。この間、課長もおいでいただきましたので、来年度の予算に、ある部分について予算計上したいというようなご意見をいただきましたので、遅くても12月、11月末ごろまでには方向をつけてくれというふうに言われました。

　ですから、審議会として、11月までにある程度方向づけをしたいということで、市のほうからも説明いただき、もう２回ぐらい、10月に１回やって、11月の下旬ごろ、これは議会のほうとすり合わせをしたいと。議会のほうも説明をいただいているようですから、議員さんの意見、うちのほうばかり先行してしまっても困るので、議員さんのほうと調整して、松尾の意見としてまとめたいというふうに考えております。市のほうもいろいろこの間、ご意見をいただいていますので、改めて庁舎問題、跡地問題につきましては、会議を開きたいというふうに考えておりますので、ご理解いただきたい。古川さんのほうからもご提案をいただいておりますけども、それはそれとして、またその時にご審議をいただくというふうにさせていただきたいと思います。

　ですから、市のほうも、27年度ですか、合併特例債の期限。こういうような点からも、どうしてもそこで詰めてもらわないと困ると。市のほうは、壊すだけでなくて、あそこに何かいいものを作っていきたいということなので、それをひとつご審議いただきたい。市としても重要なことなので、いろいろ意見を聞いて詰めていきたいというような考えを持っているようなので、よろしくお願いしたいと思います。その日程はまだ決まっておりませんけども、10月中旬ごろ、市のほうの日程と調整いたしまして連絡したいと考えています。
　２回やる最初の段階で、10月の会議で議員さんと一緒にやるということですか。

　昨日、萩原議員に聞いたら議員だけの勉強会があると言っていましたよ。だから、その後のほうがいいのではないかと思う。今までいろいろな問題があったけど、年に１回ぐらい、議員さんと調整しながら、例のシャトルバスの問題だとか、ああいう問題もやってきたんですよ。ですから、これはまた庁舎の問題なので、重要な問題ですから。議員さんは10月上旬に勉強会をやると言っていたので、その後にしたいと思います。

　会長、副会長にお任せします。

　それから、もう１点は、小梛さんのほうから出されております20万回から30万回になる飛行の勉強会もこの間、出たのですけど、これは市のほうで説明会をやるということなので、それがどの程度まで皆さんに説明できるのか、あるいはそれでしようがないと言ったならば、改めて審議会のほうでその議題を一応上げて、皆さんで検討してもらうと。それもその時に一緒にやりたいというように考えているんです。

　そのときに質問とかを受けるかどうかだよね。

　ただ、私は会長に言ったのは、松尾の地域審議会でも、空港、20万回から30万回になることについて、それと今そういうふうに移行していくんだけど、地域にどれだけの交付金が増えるとか、そういうものなんかは全くわからないわけです、現に。

　それと、一番私が感じているのは、松尾地域でも騒音区域があると。それを地域審議委員の皆さんに実体験してもらいたいと思うんです。例えばうちのほうから３キロ離れている地域、中台ですよ。今、横芝は移転補償のことで話をしているんです。向こうは85デシベルかな、その騒音区域なんです。うちのほうは75ですから。たかが二、三キロのところが移転云々の話、横芝光がやっているのに、実際その地域が前から見たら、騒音対策室に言わせると、ジャンボが少ないから、３デシベルも静かになっているんだよと。幅が増えて、長さは短くなったんだよということなんです。

　だから、中台地域、八田地域、空港周辺、それと空港、花澤さんが区長会長のときに、私も区長であって、そのとき空港視察に行ったんです。そのときにも松尾方面に、離陸時すごい黒煙を上げていたんです。そのことで先般、油煙が大分出ているのではないかという質問事項を共生部に提出したんです。そうしたところ、そのときに環境業務グループのマネージャーの方が、「私も空港にいるけど、飛行機がジェットエンジンで煙を吐いたのを見たことがない」と言っているんです。そういうことを空港の関連のＮＡＡの人が言っているんです。

　だから、やっぱり空港の滑走路の脇に行って、山武市の中で唯一騒音区域ですから、そういうものを地域審議委員の方々にみんな実際に体験してもらって、これだけうるさいんだよというものを、やっぱり中台地域、芝山の大台地域なんかは、話なんかしてられない地域ですよ。だから、この辺を一つのこれから30万回になるについて、皆さん心を一つにして、認識を持って、対応していったほうがいいのではないかということで。私の個人的な意見なんですけど、古川さん、どうですか。

　奥田さんと話したんですけど、要はそれはしようがないわけですよね。成田なんかは24時間って言っていますよね。そういうときに、どれだけの、それを松尾地区で、基本的に山武市として……。

　蓮沼さんなんかは、自分たちの地域に来る、そんなことを言うと申しわけないけど、交付金ですか、要するに金が増えれば、いいんだと。一部そういう考えを持っている方もいるわけですよね。

　騒音か、地域に使ってもらうという方向に、松尾の出身の議員なり、もっと騒いでいかないと。

　だから、私が一番危惧しているのが、たまたま直下に飛行機が落ちた場合の補償なんかはどうだとＮＡＡに言ったら、それは飛行機の会社が補償することであって、我々は関係ないんだよというような態度でした。そうすると、例えば海外の飛行機が落ちて、その国の基準からして、１人当たり二、三百万円で補償しますなんて言われたら、地域の者はどうするんだということですよ、はっきり言って。

　だから、飛行場があるから飛んでくるわけだから、道義的な責任はあるのではないかと言ったことがあるんですよ。そうしたら、彼らは、飛行機が着陸したときの火災だとかの対応の訓練はいつもやっていますと。そんなの当たり前でしょう。墜落したときはどうするんだと、万が一。

　芝山、成田地域とこっちでは全然違うのではないか。

　空港が53年かな。だから、それぞれいろいろ問題、落下物だとか、騒音の問題とか、テレビのアンテナの問題とか、ずっといろいろやってはきているんだけど、いろいろ懸案事項は残っているし、今回、今言ったように20万回から30万回と変わるので、そういう状況について、たまたま何かこの間、新聞に出て、説明会を改めてやるということにはなったようだけど、市民がそれだけ関心を持って、今言ったように聞いてくれるかとか、あるいはそれはそれとして、私も行くつもりでいるけど、説明がちょっと不十分だから、改めて委員会で聞こうよということになれば、それはそれなりに市のほうにお願いして、空港会社に来てもらって、会議をやることは別に良いのではないかと思いますけどね、その辺は。

　ですから、次回の会議については、その問題をどうするのかの問題はありますけど、庁舎の問題を主体に一応会議をやるということでご承知おきいただきたい。早目に一応皆さん方にはご通知申し上げますので、ひとつ万障差し繰ってご出席いただきたいというように考えます。

　迷惑料というんですか、それとして、一体山武市にどれくらいの金額で来ているんですか、ＮＡＡから。

　松尾だけで2,500万円でしょう。

　空港から来ているお金というのは、地元へ配るお金。

　配るのではなくて、山武市。

　全部で３億8,000万円ぐらいです。特別交付税と普通交付金が２つありまして、３億8,000万円ぐらい、合計です。

　騒音に関して。

　騒音というか、空港、幾つかあるんです、特別交付金と普通交付金で、いわゆる迷惑料と言っているのは普通交付金のほうです。

　一般に俺なんかが言っているのは迷惑料というの。

　それは普通交付金です。

　鐏さんがさっき言ったように、同じ中台地区みたいなものだから。

　鐏さんのところは一種区域になっていないの。

　なっていないです。旧道はなっています。あそこは横芝地域でしょう。うちなんかは松尾地域だから、結局それで。

　いわゆる迷惑料を上げるとか、騒音区域の対象にしろとか、そういうのは、民間会社になっちゃったから、かなり難しいところだね。

　共存共栄で共生部という名称でやっている以上は、空港のほうでも、ＮＡＡで利益が上がれば、地域に還元するのが本来の当然のあり方でしょう。我々はそこを言うわけ。安全だとか、そういうもの、金だけでなくて。

　迷惑料は１億2,000万円。３億8,000万円のうち、１億2,000万円が迷惑料。あと２億6,000万円は、一般の特別会計だとか、名札がついた交付金。

　それはやっぱりお金は来るけど、市の方針だとか、使い道というのは、ある程度決まっているわけですよ。どこでも何でも使っちゃえというわけにいかない。

　決める前に、騒音を受けている人に対して来るわけだから、その地域の人が使うのが妥当だと。

　地域の人に来るのではないんです、それは。

　だから、それがおかしいと。

　そういうふうに法律で決まっているわけだから。

　法律といっても、法律っていうのは・・・。

　そんなこと言ったってだめだよ。それは決まっていることだから、ここでどう言ったって。

　だから、皆さんが2,500万円、松尾でもらっていて、それは空港対策室が集めたものをＮＡＡに返しているんだから。ＮＡＡは、今度は国土交通省にそれをあれするわけ。だから、一部の地域で飲み食いに使っている地域があったもので、その分は返金してくれということで。だから、向こうから来る交付金は、みんな名札がついているのよ。だから、それを飲み食いに使うわけではないから、もっと地域に、例えば今のＵＨＦのアンテナ、共同アンテナのああいう一部補助金だとか、そういう名目に使えるようにしたらどうかというのは、先般から私は言っているんです。

　ただ、これは今、小川さんが言ったように、昔は空港公団といって、公団は国が運営していたんです。今度、会社になったでしょう。かなり融通がきかなくなっていることは確かなんだよね、実際問題に。民間会社だったら、金をくださいといっても、なかなかくれない。

　もう一つは、株式を上場しようかという考えがあるわけです。株式に外国が入ってしまったら、かなりまた難しくなってしまうという話をやっているわけ、実際問題の話。

　でも、今はまだまだ空港公団で、いろいろ前との約束があるから、なるべくやれるものはやってあげましょうという考えではいるみたい。若い人は突っぱねるかもしれないけど、残っている人は、そういう考えでやっているわけです。その辺がやっぱりずれがあるから、こっちはいいように考えるけど、向こうは向こうなりの会社側で考えるから、なかなかすり合わせが難しい。

　ただ、一番心配なのは、行政のほうが、交付金はそれ相応にもらえるものだったらいいですよという安易なそういう考えで妥協されると、松尾地域の人たちにとってはありがた迷惑だということですよね、早く言えば。
別に松尾が反対したところで、どうこうなるわけではないけど、地域住民の……。
　みんな腹立たしいのは、やっぱり痛い思いを持っている人と、飴をしゃぶっている人と同じでは、ちょっと違うと、そこら辺ですよね。

　だから、名なしの、名前のついていない交付金をくれよと前々から言って、伊藤共生部長とも話をしているんだけど、なかなかうまくいきませんよ。

　空港の問題は、松尾と蓮沼の問題なので、成東と温度差があるかもしれませんけども、これはそれとして、次回にいろいろ皆さんご意見あるようですから、どういう問題にして、どういうふうに話し合いをしたらいいかということも踏まえて、また次回に話し合いをしたいというように思います。

　長時間、もう５時半になりますので、今日はこれで会議を閉じたいと思います。長時間どうもありがとうございました。今後ともひとつよろしくお願いします。


